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議長声明（概要） 

令和３年８月３日 

 

 より広範なアジア太平洋及びインド洋地域におけるＡＳＥＡＮの関与のた

めの指針としてのインド太平洋に関するＡＳＥＡＮアウトルック（ＡＯＩＰ）

の重要性に留意。相互信頼及び信用を一層促進し、地域の平和及び繁栄に貢

献するため、ＡＯＩＰに記載されている主要４分野、すなわち、海洋協力、

連結性、国連持続可能な開発目標、経済等の分野におけるＡＰＴ協力の強化

も会議で慫慂された。（パラ４） 

 

 非伝統的安全保障の課題に対処するために対話及び協力を一層強化する必

要性を共有。海洋安全保障及び海上安全、ならびに海運業の能力構築に関す

る協力強化の重要性を強調するとともに、これを期待。（パラ５） 

 

 ＡＳＥＡＮ感染症対策センター（ＡＣＰＨＥＥＤ）の設立、新型コロナＡＳ

ＥＡＮ対応基金、ＡＳＥＡＮ地域医療物資備蓄（ＲＲＭＳ）、ＡＳＥＡＮ包

括的復興枠組及び実施計画、公衆衛生上の緊急事態に対応するＡＳＥＡＮ戦

略的枠組、及びＡＳＥＡＮトラベル・コリドー（ＡＴＣＡＦ）の設立等の新

型コロナに対応するための日中韓によるＡＳＥＡＮ加盟国に対する支援と

貢献及びＡＳＥＡＮのイニシアティブを認識。ワクチン協力を拡大するとと

もに、皆にとって安全で効果的かつ品質が高く手頃な価格のワクチンへの公

平なアクセスを促進し、製造及び流通を加速化させる必要性に留意。地域の

ワクチンの拠点としてのＡＳＥＡＮの潜在性を検討する必要性に留意。（パ

ラ６） 

 

 地域のサプライチェーンの強靱性と持続性を強化し、モノ・サービスの必要

な流れを維持するため、貿易と投資のために市場が開かれた状態を保つこと

の重要性を強調。東アジア地域包括的経済連携（ＲＣＥＰ）協定の早期発効

及び完全な実施に向けたコミットメントを改めて表明。（パラ７） 

 

 ＡＳＥＡＮ＋３緊急米備蓄（ＡＰＴＥＲＲ）及びＡＳＥＡＮ食料安全保障情

報システム（ＡＦＳＩＳ）の効果的な活用を含め、特にポスト・パンデミッ

ク期の食料安全保障の確保におけるＡＳＥＡＮ＋３協力の強化を要請。（パ

ラ８） 

 



 地域の強靱性を強化するため、デジタル経済の発展とイノベーションを支持。

ＡＳＥＡＮスマートシティ・ネットワークとＡＳＥＡＮ持続可能な都市化戦

略を通じた地域におけるスマートで持続可能な都市開発の促進に対する、日

中韓の強い関心を評価。（パラ１０） 

 

 ２０２１年３月３１日のチェンマイ・イニシアティブ改訂契約書の発効を含

む、ＡＳＥＡＮ＋３の財務大臣と中央銀行総裁によるチェンマイ・イニシア

ティブ（ＣＭＩＭ）を強化するための継続的なコミットメントを歓迎。（パ

ラ１１） 

 

 中・ＡＳＥＡＮセンター、日本アセアンセンター及び韓・ＡＳＥＡＮセンタ

ーによるＡＳＥＡＮ諸国と日中韓の投資、貿易、文化、観光、及び人的交流

を促進するための取組を評価。共通の関心分野における実施可能な共同プロ

ジェクトを追求することにより、センター間が連携を強化することを要請。

（パラ１３） 

 

 持続可能な質の高いインフラ、シームレスなロジスティクス、及び卓越した

規制というＡＳＥＡＮ連結性マスタープラン（ＭＰＡＣ）２０２５の戦略的

分野の実施を促進するためのＡＳＥＡＮ＋３諸国の支援を歓迎。（パラ１４） 

 

 ＳＤＧｓを実現すべく、民間部門を含む全ての利害関係者との協力強化とと

もに、持続可能・包摂的・革新的な発展の推進における協力を進めるための

コミットメントを再確認。（パラ２１） 

 

 持続可能な発展のための地域開発と貧困削減、脆弱なグループの人権の推

進・擁護、及びジェンダー平等と女性のエンパワーメント実現のための緊密

な協力を形成するとのコミットメントを再確認。（パラ２２） 

 

 災害管理に関するＡＳＥＡＮ防災委員会（ＡＣＤＭ）及び拡大ＡＳＥＡＮ災

害管理閣僚会議（ＡＭＭＤＭプラス）のメカニズムを中国及び日本それぞれ

と立ち上げる旨のＡＳＥＡＮ防災委員会（ＡＣＤＭ）の約束に関する決定を

歓迎。（パラ２７） 

 

 東アジアフォーラム（トラック１．５）及び東アジアシンクタンクネットワ

ーク（トラック２）の貢献を認識。（パラ２８、２９） 

 



【地域・国際情勢】 

 

（ミャンマー情勢） 

●ミャンマーにおける最近の情勢について議論し、死者数及び暴力に関する報

告を含め、ミャンマーにおける状況に懸念を表明。外国人を含む政治的理由に基

づく被拘束者の解放の要求がなされた。２０２１年４月２４日のＡＳＥＡＮリ

ーダーズ・ミーティングで採択された「５つのコンセンサス」へのミャンマーの

コミットメントを歓迎。ミャンマーにおける暴力の即時停止及び全ての当事者

による最大の自制、人々の利益に即した平和的解決の追求のための全ての当事

者間の建設的対話、ＡＳＥＡＮ事務総長の支援を得たＡＳＥＡＮ議長の特使に

よる対話プロセス仲介、ＡＳＥＡＮ防災人道支援調整センター（ＡＨＡセンター）

を通じたＡＳＥＡＮによる人道支援の提供、特使及び代表団による全ての当事

者との会合のためのミャンマー訪問といった「５つのコンセンサス」の時宜を得

た完全な実施をミャンマーが受け入れたことを歓迎。ブルネイ第二外務大臣の

ミャンマーに関するＡＳＥＡＮ議長の特使への任命を歓迎。人道支援の提供へ

の早急な対応と共に「５つのコンセンサス」の迅速かつ完全な実施に向けたＡＳ

ＥＡＮの取組に対するＡＳＥＡＮ域外パートナーからの継続的な支援に留意。

（パラ３１） 

 

（朝鮮半島） 

 朝鮮半島における完全な非核化及び恒久的な平和の構築の達成における外

交及び対話を支持することを再確認。対話の再開のための全ての当事者によ

る取組を認識。南北間の通信連絡線の復元を歓迎し、それが南北関係の更な

る改善と発展に資することに留意。全ての当事者に対し、韓国と北朝鮮の間

の２０１８年の板門店宣言文及び平壌共同宣言、並びに米国と北朝鮮の首脳

によるシンガポール共同声明の完全かつ迅速な実施を通じたものを含め、朝

鮮半島の恒久的な平和及び安定の実現に向けて建設的に協働し続けること

を求めた。朝鮮半島における平和と安定を維持することの重要性を強調し、

南北関係と米朝関係が相互に補強し合う形で前進する好循環を回復するた

めの南北間の対話、関与及び協力の前進に向けた韓国の取組を歓迎。全ての

関連する国連安保理決議の完全な履行へのコミットメントを改めて表明。朝

鮮半島の完全な、検証可能な、かつ不可逆的な非核化を実現するための国際

的な取組の重要性が強調された。ＡＳＥＡＮ地域フォーラム（ＡＲＦ）とい

ったＡＳＥＡＮ主導のプラットフォームの活用を通じたものを含め、当事者

による平和的な対話に資する雰囲気を促進する必要性を強調。複数の閣僚が

表明した、拉致問題の即時解決を含む国際社会の人道上の懸念に対処するこ



との重要性に関する見解に留意。（パラ３２） 


